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星 の 水 蒸 気

最近天文学における新 しい分子探 しと云えば,電

波天文学が全て話題をさらつてしまつたようである。

しかし星特に低温度星や,時として太陽のスペタト

ル中にも今筒新しい分子の同定が話題になることが

ある。もつとも星の大気中には約 100種の元素が入

り乱れて複雑な化学平衡系をなしているわけであり,

ご〈少量でも存在すると云うのならおそらく考え得

るあらゆる簡単な分子は全て存在 しているはずであ

る。従つて特別の理由もないのにある分子が存在ず

るかしないかを論ずることは,一般にはそれ程重要

なことではないかもしれない。しかし逆に多量に存

在を予想された分子が見つからないとすれば,これ

はかなり問題である。このような分子 として,ご く

ありふれた分子であるH20の例がある。事実低温

度星に H20が存在するかしないかは多 くの紆余曲

折をへて現在も筒新 しい問題をなげかけているよう

に思われる。この問題は低温度星研究の一断面 とし

て多くの興味ある問題を含んでいると思われるので

簡単に説明することにしたい。

星は低温度星と云えどもかなり高温であるが,温

度が 2000°K以下になると巨星,超巨星等のガス圧

の低い大気中でも大部分の酸素は00と H20になつ

ていることは化学平衡の計算からよく知られている。

従ってスペクトル系列の最 も晩期の星であるM型星

には00の他にH2()｀ かなり多量に存在するはずで

ある。H20分 子の振動回転置移は赤外領域に強い

吸収を持ち,星の大気に於る輻射伝播に大きな効果

を持つので重要である。一方地球大気中に含まれる

H20分子も同様の吸収を示すので,星の H20の

赤外観測は著 しく困難であつた。やつと1960年代に

なつて気球に載せた望遠鏡により数個のM型星の近

赤外スペクトルが観測され,多かれ少かれ全てのM
型星に予想される H20の吸収が観測されたことが

報告された。これでめでた く低温度星に於るH20
の問題は一応解決されたかと思われたが,その後赤

外観測 の技術 も進歩 しより精密な観■llが行なわれて
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みると,上記の結果は確認 されず大部分のM型星に

は H20は存在 しないことがほぼ明らか となった。

H20の 存在が確認 されたのはM型星の中で も最 も

低温の ミラ型変光星 と呼ばれる特殊な星に限 られる。

この結果は星の大気に於 る化学平衡 の計算による

予想を裏切るものでありたいへん困つたことであっ

た。 この ような困難の解決 として,例えばM型星は

化学組成が異常で酸素 と炭素がほぼ等 しい組成を持

つため, より安定な 00分子ができて しまうとH20

分子を作るに必要 な酸素が無 〈なって しま うた め

H20が 観演1さ れないのではないか と云 うような仮

説 も提案 された。 しか し多 くのM刑星で酸素 と炭素

がほぼ等量存在すると云 うことはいかに も不 自然な

仮定である。これに対する妥当な解決はおそ らく次

の如 〈である。即ちこれ ら低温度星に関する輻射 エ

ネルギー分布や視直径の観演1結果の詳細な検討か ら,

これ らM型星の温度は従来考えられていた よりも数

百度高いと考えるべきであることがほぼ明らか とな

つた。即ち低温度星 といえども,一般に考え られて

いた程低温ではなく,従つて多量にできると思われ

た H20も 実は温度が高いため解離 して しまつた と

考えれば,H20に 関する観測結果は何の矛盾 もな

く説明できる。結局我 力はごく簡単な思い違いに気

附 〈のに多 くの観沢」と長い時間を要 したことになる。

さて,こ れで H20の問題 は一応かたずいた と思

い始めた頃,叉妙 な観浪」が現れた。今迄の赤外観測

は主 として PbS検知器を用いた 1-3μm程度の近

赤外が主であったが,少 し波長域 を伸ば して地球 の

強い水蒸気に防げ られた 5-8μmの領域をNASAの

飛行機に載せた望遠鏡 で観測 した結果である。 この

結果は ミラ型変光星に予想される H20の 6.3 μm
にある ツ2基準振動による吸収が全 く存在 しないこ

とを示 した。これは 2.7 μmに あるνl,ツ 3基準振

動が強 く観測されることを考えると,少々理解に苦

しむ結果である。又今迄近赤外領域に もH20の観

測 されていないM型超巨星等については,やは り最
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